
◇開催日時：令和８年５月２９日（金）10：00～15：00 ◇会　　場：リンクステーションホール青森　4階　中会議室

◇参加人数：５１人　アンケート回収：３４人 ◇講　　師：伊藤佑輔法律事務所　弁護士　伊藤 佑輔

◇回 収 率：８４％

　１　年代 ２　勤務施設 ３　医療安全管理者としての経験年数

4　医療安全担当者としての課題、取り組んだ事や今後取り組もうとしている事

・ 重症事象の類型化に対する整備

・ 診療報酬変更に伴う告知

・ 身体拘束最小化への取り組み

・ 医療安全マニュアルの不足しているマニュアルの作成、院内全体の医療安全に関する情報共有、認識の統一

・ 分析手法を用いた分析

・ インシデントレポートの提出数増加

・ AB累計に関する対策マニュアル研修の理解度

・ 診療報酬改定に伴い、自施設の安全管理体制の整備をしたい

・ 安全文化の醸成活動

・ 身体拘束　肝炎サポート　肝炎ウイルス対策再活性化

・ 医療安全リンクナース活動

・ 身体拘束解除にむけたカンファレンスと多職種連携の充実と患者家族が意思決定するプロセスの記録充実

・ 多職種でのカンファ　マニュアルの電子化

・ 患者確認の取り組み

・ 患者確認の徹底

・ 虐待防止、身体拘束解除について

・ 今後医療安全管理加算取得のための準備と、現在の指針等の見直しを行う

・ ダブルチェックの方法

・ 加算2取得のための取り組みをしています

5　研修の理解度 　6　研修の満足度

　7　ご意見・ご感想

・ 皆さんの話し合いの時間はとても参考になりました

・ 資料の字がもう少し見やすい方が良かった。 他施設の取り組みなど情報交換できた。

・ 大変勉強になりました。グループワークは同じ圏域だと交流しているので、他圏域との交流の機会としたかった。

・ 記録の大切さ改めて痛感しました。 本日得た情報を院内に周知していきます。 ありがとうございました。

・ 近隣の医療安全管理者との交流会は直接出会う機会が少ないので、とてもありがたかったです。皆さんの意見を自施設での取り組みに活かしていきたいです。

・ 近隣の病院の方と、意見交換が出来て、有意義な研修でした。

・ 他施設の方と情報を交換し、情報や知識が得られたので有意義な研修会でした。

・ 他施設の方々と意見交換ができ、また連絡交換もできたので心強いです。良い機会を頂きありがとうございました。

・ DNARを間違えて理解していたことがわかりました。

令和８年度 医療安全担当者研修会　実施状況
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　8　評価

　　今回講師を依頼した伊藤弁護士は、県内の様々な医療機関とつながりがあり、参加者の中でもよく知っているという方も多くいたようであった。

　そのため、講義内容もわかりやすく、事例も身近なものだったため、より理解が深まったといえる。

　　また、毎年ネットワーク形成を目的にして情報交換も行っているが、今年度は各圏域ごとに分かれてグループワークを行ったところ、参加者の

　満足度も高く、非常に有効であった。今後の業務において、ちょっとした相談ができたり、他の施設を参考にして業務改善も期待できる。

　　参集して行ったことで、より親密なネットワークづくりができたといえる。１０月にも情報交換会を計画しており、圏域ごとで再度グループワ

　ークを実施したい。次年度も事業は内容を充実させつつ継続していきたい。

地域別にグループを組んでくださりありがとうございました。話しやすかったですし、具体的な情報共有ができました。会場内もガヤガヤしていなくて、

みんなの声も聴き取りやすかったです。診療報酬改訂で、医療安全担当者が今年変えなくてはいけなくなったところをもう少し詳しく聞きたかったです。

今取り組んでいることの悩みを他施設(一般病院)から、意見を聞くことができて、とても参考になりました。大変ありがたい機会でした。

ありがとうございました。

日頃の小さな疑問など他施設の方と意見交換したり、情報共有することができ大変参考になりました。施設の規模なども同じくらいの方とでしたので、安心

できました。

対面でのグループワークは普段伺うことが出来ない内容をざっくばらんに話すことが出来てとても勉強になりました。 次回も出来ればWEBではなく対面での

開催を希望します。

自施設の付近の医療安全管理者が情報交換ができた。またネットワークができて、今後、様々な相談して安全管理体制を整備していきたい。 非常に有意義な

研修であり今後も継続していただきたい。

事例があって、説明や記録の必要性との関連が分かりやすかったです。 病状説明や記録の仕方のフォーマットがあると、看護実践の証拠として必要十分を

満たすだけではなく、迷わずに必要事項を確認できるのが良いと思いました。 他の病院での取り組みも知ることができ、参考になりました。


